
総務省承認 恵26755

爪認期限 平成19隼7月3ι日まで

  二一二 

労働経済動向調査

労働経済動向調査票
(平成19年 5 月調査)

記入

電
担当者

所属課名

一  

－r‘
.

.
,

あて先、 事業所名等に問違いがありましたら、 お手数でずが朱魯きでご訂正ください.

(注意) 1 木社、 支社、 工場及び営業所ごとにそれぞれ別の事業所とな
りますので、 以下の項目についての回答は、 貴事業所の分

について記入してください。

2 回答棚が E:[Ξ]亙工 の場合には、 その該当する番号を0で
囲んでください. 例[1] ‘

1 生産 売上等の動向と増減 (見込) 理由
噴事業所が本ネ土で、 管理事務のみの場合は、 本問 1 については記入の必要はありません。〕

2 生産 売上額等の対前期増減
(見込) 理由

季節的要因 主として景

気の変動に

よる

2

話

氏

@厚生労働省
(提出期限5月15日まで)

一、

亀

3

1

名

2

2

2

この裾査票に記入された事項につ
いては、 個別企業の秘密を守り、

統計以外の目的に用いることは絶
対にありませんので、 ありのまま

をご記入ください。

(問い合せ ・提出先)

厚生労働省大臣官房統計情報部
雇用統計課労働径済第二係
〒1008916東京都千代田区霞が関1・2・2

中央合同庁舎第5号館

電話 船(5253)1111 内線7614・7624

ーーー1

1 生産 売上額等の対前期増減 (見込) 状況

1秘詠 絵‘ 舶” ”一歌知読晦.鈿・敵*1 主として季 もある力すそ
節的要因に れに加えて

景金の変動
による

ほぼ滅少増加 よる同じ

12

4

1

期

5牢成19年1～3月は、 平成18年10～12月に比ベ

6 平成19年4～6月は、 1～3月に比ベ

1平成19年7～9月は、 4～6月に比ベ

企業の労働者数

貴事業所の属する企業(同一企業)
の本社、 支社、 工場、 営業所等に
働く労働者数 (注) の合計です。
該当する番号を必ず0で囲んでく
ださい.

1,000人 300～ foo～ 3 0 ～
以 上 999人 299人 99人

3 42

冊次のいずれかに該当する労働者の歓を計
上してください.

①矧伺を定めずに、又は1”月を超える
甥冊を定めて厄われている沓

⑦ 日々 又はι力月以内の期向を定めて雇
われ武いる者で, 前2力月にそれぞれ1念

日以上雇われた妻
なお、 労働者派透法に鵡づいて派遣元亊

巣所から蟲事業所に派遣されている者は含
みません.

Ⅱ 雇用、 労働時問の動向

1 所定外労働時問の対前期増減 俔込) 状況

期

Ⅱ平成1.年1～3月は、平成玲年10～n月に比ベ (実鋤

(見込)

俔込)

.

間

12 平成lg年4～6月は、 1～3月に比ベ

13 平成19年7～9月は、 4～6月に比ベ

間

A 1

事業可e

(実細

(見込)

(見込)

3

1 3
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2 労働者数の対前期増減俔込)状況

該当する区分の労働者にっいて各期末 (1～3月なら3月末現在) の労働者数を、 比較してください。
なお、 比較する両方の時期に労働者がいない場合は無記入にしてください。

〔(注1)労働者の区分〕

用・・・雇用期問を定めないで雇用されて
いる者をいいます.なお、下記のパー
トタイムは除いてください.

晦時・季節・・1力月以上の期間を定めて雇用さ
れている者及び期間を限って季節的
に働いている者をいいます.よって、
1力月未満の雇用契約の者は除かれ
ます.なお、下記のパートタイムは除
いてください.

パートタイム・・1日の所定労働時問又は1週問
の所定労働日数が貴事業所の一股労
働者のそれより短い者をいいます.

派這労働者一労像者派遣法に基づいて派達元事
業所から貴事業所に派遺されている
者をいいます.

労働老
の区分
”

期 問
常

平成10年1～3月は、平成18年1β～1ユ月に比ベ (実絢 1・ 2 3

、、平成19年4～6月は、 1～3月に比ベ ( ) 1 2 3

平成”年7～9月は, 4～6月に比ベ ( ) 1 2 3

平成ln年1～3月は、平成18年10～11月に比ペ 侠績) 1 2 3
常

平成lg年4～6月は、 1～3月に比ペ 俔込) 1 2 3

用 早成lg年7～9月は、 4～6月に比ベ 俔込) 1 2 3

〔(注2)職種の区分〕

理一課以上の組織の管駆に従事する者。
務・一課長等管理職の指導、監督をうけて
事務に従事する者。

専門・技術・一商疫の専門的知識を応用し、佳術的
な業務、研究等に従事する者.
売・・・商品、証券などの売買・営業、保険
外交などに従事する者.

サービスー調理・接客・給仕など個人にヌすす
るサーピスに従事する者.

3 運輸・通信・・鉄道、自動車、遡1言鱸話交換などで
運耘、操作に従事する者及び車掌、電
話交拠手など.

按能工・・・原材斜の加工,色種機械器具の組み
立て、修理.印刷、製本.建設作業など
に従事する者のうち高度の熟練、判断
カ、實任を要ずる作業を行う者.

単純工・一上記「技徒工」と向じ作業に従事
しているが技能などの修得を製しな
い簡単な作業、単純な筋肉労働に従事
する者.

早成lg年1～3月は、平成18年10～12月に比ベ (実績) 1 2 3

平成10年4～6月は、 1～3月に比ベ (見込) 1 2 3

平咸川年7～9月は、 4～6月に比ベ (見込) 1 2 3‘

販

平成1,年1～3月は、 平成18年川～12月に比ベ (実細 1 2 3

平成1,年4～6月は、 1～3月に比ベ (見込) 1 2
.

平成10年7～9月は、 4～6月に比ベ ( ) 1 2 3

平成10年1～3月は、 平成18年10～n月に比ペ (実績) 1 2 3

平成19年4～6月は、 1～3月に比ペ ( ) 1 2 3

平成1,年7～9月は、 4～6月に比ベ ( ) 1 2 3

‘

3 労働者の中途採用の実績・予定、理由及び充足状況
a) 貴事業所では中途襍用の実績 (予定) があります力、。 「あり」 の場合、 雇用形態別、 職種俊幻別に採用の
実績 (〒定) について期別に該当する番号をすべて0で囲んでください。

雇用形態‘ 職 麺

14

15

10

17

W

1

1,

充足 1

末充足

⑳

佃

21

22

10

なし

部

勿

1

部

10

U

肋平成19年1～3月(実績)

釦早成19年4～6月 (予向

31 平成19年7～9月 (予定)

期

パート 管犀・
タイム事務

1

問

1、

あり

②中途採用実績予定が「あり」
の場合の主な理由は何ですか.主

な理由を1つ選んでください。

離職者の補充 1

新規学卒者の採用難 2

操業度(取扱剖の上昇

設佛・‘部門の拡充

経験者の確保 5

その他

m

常用 酷時‘ リート 管理‘ 専円南 販売 サーピス運翰i技能工単純工
W09m04 舶0302 ”05

01

12

U01

侃

1

侃

1

03 12

船

伽

信

12伽

05

05

(3) 平成19年1～3月 (実績) に中途採用を行った分の雇用形態
別、 職種別の充足状況について該当する番号を0で囲んでくだ

さい。 採用しなかった雇用形態及ぴ職種の欄は無記入にしてく
ださい.

06

臨工鞠工

職

冊

07

サービス

0?

1

区分常用

的

少減じ伺

管
事

全

労

働

者
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船
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Ⅲ 労働者の過不足感
該当する区分の労働者について5月1日現在の状況を記入してください。

なお、 労働者がいない区分は無記入にしてください。

不過 剰

労働者の区分

43

44

全労働者

常 用

膨時 季節

パートタイム

管

事

専門 技術

売販

ビ スサ  

運熊 通信

技 能 工

単 純 工

開

卵

41

適

4念

1

職

49

9

2

当

50

足

1

3

能

Ⅳ

3

2

雇用調整等の実施状況
期別に該当する番号をすべて0で囲んでください。

1.貴事業所では雇用謂整を実施しましたか.又は〒定がありますか.実施してい 2. 下記の措置について
実施しましたか.又は予
定がありますか.

ない又は予定がない場合には必ず「特別な措置はとらなし、」のgを0で囲んでく
ださい.

4

1

3

”

下請・外
注の削滅

2

種

4

3

5‘1

5

2

4

3

5

2

4

1

3

期

2

5

4

3

1

2

4

1

55 牢成的年1～3月侠糊

5? 平成19年4～6月仔佃

舶平成1.年7～9月(予定)

3

間

2

4

3

休日の般
節、 パー
鹿時・季

残業規制休暇等の
労働者の
トタイム

再契約停
止・解雇

萎、 豆季

休日・休
殿の増加

2

4

3

2

4

9

5

4

3

5

1

4

5

1

4

中途採用
の削誠・ 配置転換 出 向
停止

2

、21

2

56

2

4
.

4

5

一時休業
{一時帰掬

4

5

希望退底
者の募築置はとら
解雇

605

特別な措

ない

7

7

.
日数の短
縮

8

7

8

賃金毎労

働費用の
削誠

9

8

お
お
い
に
不
足

や

や

不

足

や

や

過

剰

お
お
い
に
過
剰

雇

用

形

態

理

務

2

2

1

2

5

5

5

5

3

3 5

5

3

3

3

6

6

6

2

2 3
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平成20年新規学卒者の採用計画等

1 貴事業所では、 平成20年新規学卒者佐幻の採用予定者数は、 平成19年新規学卒者住りの採用者に比ベてどぅ

変わりますか。 学歴別に該当する番号を1つ選んで0で囲んでください。

なお、本社で採用する新規学卒者については、貴事業所でわかる範囲で、 配属予定者を学歴別にお答えく

ださい.

学

61 高 校 卒

舵高専 短大卒

文科系63 大学卒

憐捫 理科系64

価専修学校卒(注5)

歴

増加

5 お

19年は長用
しなかった
が加馴猷
見する

ほぼ 誠少

1 2

伺 じ

1

2 増加又は減少の主な理由を

学歴別に該当する番号を1つ

、又は2つ選んで0で囲んでく

ださい。

2

3

2

1,端含採用

は擾用しな
したが20年

3

四馴含臨

しておらず

2咋も孫用

しない

64

い

3

8

4

3

5

4

3

5

本社等で

しか回答

できない

5

6

(注3) r平脚0年新規学卒者J
とは、 平彪咋3月卒業予
定者又は既卒者についても
概ね卒業後1年以内の者を
断規学卒者と低ぽ同辱の条
件で平成卯年度に採用する
者をいいます.

(注4) 「平或1令年新規学卒者」
とは、平成円年3月卒業者
又は既卒者についても擾ね
卒業後1年以内の者を断規
学卒者と隠ぼ同等の条仲で
平成10年塵に牒用した者を
いいます.

(注5) 「専修学捷」 とは、学
校綾宥法第82条の2に規定
する学校で、逝常. 専門学
牧と剛奮れている学校でず.
例えぱ、00惰報処埋専門
学放、00デザイン専門学
疑等が該当します.

7

6

郎高 校 卒

鵠高専 短大卒

文科系川大学卒
(を部 )‘

72 哩科系

?4 専修学校卒(注5)

7

7

増加の理由

8

7

8

7

6

8

7

8

9

2

8

1

3

2

4

3

2

1

ご多忙中ご協力ありがとうございました。 同封の返信用封筒をご使用のうえ、 できるだけお早目にご提出

ください。 (提出期日5月15日までに必着)

厚生労働省大臣官房統計情報部 雇用繊十課労働経済第二係 電話03 (5253) 1111 内線7614・7624
.
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5

4

3

2

お

5

4

3

2

減少の理由

7

5

4 7

6

5

9
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9

7

9

2

8

3

2

9

8

4

9 11

5

4

9

8
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縮
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縮
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適
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販
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営
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発
体
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革
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対
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・
研
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開
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出
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大
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の
好
転
・
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存
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6
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8
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3

3
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2
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